後期研修プログラム　外科コース

１．コースの概要

　　2年間の初期臨床研修プログラムを終了し、外科専門医を目指す者に後期研修の機会を提供するものである。本研修プログラムの中で数多くの手術（術者・助手）を経験するとともに、内視鏡、透視、超音波検査の手技と知識を体得する。専門医の申請に際し、余りある経験と学識を有し、積極的に学会発表が出来るように教育する。

２．取得資格

　　外科学会専門医取得が目標。

　　がん治療認定医、マンモグラフィー読影認定医など

３．研修期間

　1～3年間(応相談)

４．取得手技

　消化器外科手術（術者・助手）、乳腺外科手術（術者・助手）腹部救急疾患の診断と治療、重症患者管理の病態評価と治療の実践 、胸腔・腹腔ドレナージ術、中心静脈カテーテル挿入術、中心静脈カテーテルポート挿入術、上部・下部消化管内視鏡検査、上部・下部消化管造影検査、腹部超音波検査、イレウス管挿入術、腹部血管造影検査、造影検査、ＣＴ検査の読影技術、小児外科手術、化学療法・放射線療法を含めたがんの集学的治療

５．診療科の指導体制

診療科医師数　常勤　９名　　後期研修医　２名

６．診療科の実績と経験目標症例数

	主要疾患
	入院数（年間）
	経験目標（３年間）

	胃癌
	１００
	５０（術者）

	大腸癌
	１２０
	５０（術者）

	肝胆膵癌
	３５
	３０（助手）

	食道癌
	１０
	１０（助手）

	乳癌
	１００
	１００（術者）

	胆石症
	８０
	５０（術者）

	急性虫垂炎
	３０
	４０（術者）

	腹部外傷
	１０
	２０（助手）


	手技
	件数（年間）
	経験目標数（３年間）

	上部消化管内視鏡
	１０００
	４００

	下部消化管内視鏡
	４００
	１５０

	腹部超音波
	３００
	１５０

	消化管造影
	７００
	３００

	腹部血管撮影
	２０
	２０


７．関連領域の研修に関して

施設内での研修可能（呼吸器外科・心臓血管外科など）

施設外での研修も応相談で可能。

８．その他

